






│奈留島の江上集落│の広域・拡大マップ
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│奈留島の江上集落│の重要ポイント案内

え が み し ゅ う ら く き ゅ う え が み し ょ う が っ こ う あ と ち

江上集落（旧江上小学校跡地）1
　江上集落は、18世紀末以降に移住してきた潜伏キリ
シタンによって形成された集落です。人里離れた海に近
い谷間の下流域の僅かな平地を水田へ開拓するなどし
て生活を営み、信仰をひそかに続けました。1881年に集
落全体でカトリックに復帰すると、1906年に最初の教
会堂を建て、1908年には水田の場所に小学校を建てま
した。

4

江上天主堂（外観）（初代江上教会堂跡）

　この場所には、解禁後の1906年に最初の教会堂（初代江上教会堂）が建てられ、その後1918年に本格的な木
造教会堂（現在の江上天主堂）が建てられています。湿気対策のために高床式とし、軒先には独特の通気口を設け
るなど、随所に在来工法を用いるとともに、風土的特徴と西洋的特徴が融合した教会建築となっています。

え が み て ん し ゅ ど う し ょ だ い え が み き ょ う か い ど う あ とが い か ん
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　天主堂周囲には、建築時に造成された石畳の水路や
石垣が残されています

　建物の中では履物を脱ぐという日本の習慣に合わせて床を張っています。内部は三廊式で、アーケード、トリフォ
リウムのような装飾を備え、天井はリブ・ヴォールト天井、天井裏の小屋組はキングポストトラス構造を用いるなど
本格的な木造教会建築となっています。柱や部材および窓ガラスには、信徒が木目や花柄の模様を手書きしてい
ます。

3廊式平面で、アーケード・擬似トリフォリウム・
壁付アーチを伴い、天井はリブ・ヴォールトである。

江上天主堂（周囲）

江上天主堂（内観）
え が み て ん し ゅ ど う な い か ん

え が み て ん し ゅ ど う し ゅ う い

教会堂は大切な祈りの場ですので、見学マナーを守り、厳粛な雰囲気の中で心静かにお過ごしください。

●堂内では帽子を脱ぎ、静かに拝観してください。
●堂内にある物にはふれないでください。
●柵内、内陣（祭壇域）には入らないでください。
●堂内での飲食、飲酒、喫煙は厳禁です。
●堂内の写真撮影は禁止です。
●教会行事（ミサや冠婚葬祭など）が行われているときは入堂をご遠慮ください。
●教会堂見学に対する感謝の気持ちは、教会堂保存のための寄付として設置してある献金箱にお願いします。

教会堂の見学マナー
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